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１．はじめに 

 補強土壁の耐用年数に対する

ジオグリッドのクリープ強度の

評価は設計で重要な位置づけに

ある．北米では，一定荷重条件

のもと温度を段階的に上昇させ

ることで供試体を破断させ，そ

の際の破断時間を一定標準温度

での破断時間に換算する温度促進試験が基準化されている（参: 図-1）1)，この試験法をもとに 120 年強度を

評価する設計手法が確立されている 2)．著者らは，その次のステップとして，実際の使用時間に対するひずみ

予測法の確立を目的にした一連の検討を始めている 3)．本文ではジオグリッドの熱弾性特性を室内試験で調べ

た結果を示し，それを考慮した長期クリープひずみの予測法を提案する． 

 

２．ジオグリッドの熱弾性特性 

 一連の実験に用いた引張り試験装置を図-2 に示す．ジオグリッドの熱弾性特性を調べる実験では，繰り返

し載荷を含む定ひずみ試験を 19～70℃の試験温度で実施した．実験には，製品基準強度 Tult=50kN/m の一軸延

伸 HDPE ジオグリッドを用いた．繰り返し載荷試験で弾性特性を評価する方法を図-3 に示す．除荷曲線を双

曲線関数で近似し，除荷直後の瞬間剛性を弾性剛性として求めた．６種類の温度条件で調べた弾性剛性－ひず

み速度関係を図-4 に示す．弾性剛性のひずみ速度依存性は小さく，温度のみの関数としてモデル化できると

判断される．各試験温度における２種類のひずみ速度での試験結果を平均し，温度の関係としてあらわしたも

のを図-5に示す．両者の関係は線形関数で近似可能であることが明らかになった． 

 

３．温度促進試験による長期ひずみ予測 

 温度促進試験では，ひずみ速度を張力と温度の関数で表す熱レオロジーモデルを基本にする．長期クリープ

ひずみの予測には，温度依存性を示す弾性ひずみと時間依存性を示すひずみ成分の温度－時間換算結果を重ね

合わせる予測法が合理的と考えられる．本研究では，次の手順で温度促進試験による長期ひずみを予測する方

法を考えた．まず，温度促進試験で観測されるひずみから２．に示した弾性剛性－温度関係式で評価される弾

性ひずみの差をとって，時間依存性ひずみ－時間関係を得る．次に，この関係に温度－時間換算則を適用し，

時間依存性ひずみ－換算時間関係を得る．最後に，促進試験の温度条件を考慮して算出した弾性ひずみを上記

関係に重ね合わせ，実際の設計耐用年数に相当する長期間のひずみ－時間関係を得る．以上の妥当性を得るた

めに，２．で用いたジオグリッドに対し温度促進型クリープ試験を実施した．一連の温度促進試験では，一軸

延伸タイプの HDPE ジオグリッドの場合，縦ストランド中央部と横リブ部では熱に対する力学応答が異なる

ことを考慮し，図-6 に示すように横リブ部の伸びを接着剤とアルミ板で拘束して実験を行った．提案する方

法で算出したひずみ－時間関係と中期の常温クリープ試験結果の比較を図-7 に示す．両者の関係は概ね一致

しており，ここで提案する予測法の妥当性を確認することができた．  
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図-1 温度促進クリープ試験 
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図-2 試験装置の概要 
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図-3 弾性剛性の評価法 
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図-4 ひずみ速度がジオグリッドの熱弾性に及ぼす影響 

 

Temperature, Tr (
oC)

20 40 60 80

E
la

st
ic

 s
tif

n
e

ss
, 

J e
 (

kN
/m

)

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

2200

2400

Je = Je0 + a Tr

   Je0 = 2508

   a = -26.1 

 
図-5 ひずみ速度がジオグリッドの熱弾性に及ぼす影響 
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 図-6 リブ部の伸びを拘束する方法 
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図-7 促進クリープ試験（拘束あり）の妥当性 
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